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○
理
事
長
挨
拶 

 

昨
年
の
六
月
に
開
か
れ
ま
し
た
財
団
法
人
東
方
研
究
会
理
事

会
に
お
い
て
、
任
期
満
了
に
と
も
な
い
三
枝
充
悳
筑
波
大
学
名

誉
教
授
が
学
院
長
を
退
任
し
、
即
日
付
で
後
任
の
学
院
長
に
前

田
專
學
常
務
理
事
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
・
武
蔵
野
女
子
大
学

名
誉
教
授
）
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
三
枝
前
学
院
長
は
、
中

村
元
先
生
ご
逝
去
後
の
多
事
多
端
の
時
期
に
、
学
院
長
と
し
て

学
院
の
維
持
・
発
展
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
三
枝
先
生
の

多
年
に
わ
た
る
ご
尽
力
ご
指
導
に
心
よ
り
感
謝
の
念
を
表
し
た

く
存
じ
ま
す
。
今
後
は
、
前
田
学
院
長
と
と
も
に
、
学
院
の
さ

ら
な
る
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

    

西
村
公
朝
先
生
追
悼 

 

西
村
公
朝
先
生
（
天
台
大
仏
師
法
印
）
は
、
東
方
学
院
で 

仏
像
彫
刻
の
講
義
を
長
き
に
わ
た
り
担
当
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま 

し
た
が
、
惜
し
く
も
平
成
十
六
年
十
二
月
二
日
に
ご
遷
化
さ 

れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
多
年
に
わ
た
る
西
村
先
生
の
東
方
研 

究
会
・
東
方
学
院
に
対
す
る
ご
貢
献
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
念
じ
上
げ
ま
す
。 

  

○
平
成
十
五
年
度
の
行
事 

 

東
方
学
院
創
設
三
十
周
年
式
典
・
新
春
祝
賀
会 

 

三
月
二
十
四
日
（
月
）
。
文
京
区
湯
島
の
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
に
て
東
方
学
院
創
設
三
十
周
年
記
念
式
典
お
よ
び
新
春
祝
賀

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

記
念
式
典
で
は
、
東
方
学
院
創
設
当
時
の
思
い
出
を
、
第
一

期
の
聴
講
生
を
代
表
し
て
田
辺
祥
二
様
、
創
設
時
の
事
務
局
員

を
代
表
し
て
辻
富
美
代
様
、
創
設
時
の
講
師
代
表
と
し
て
、
関

西
教
室
よ
り
西
尾
秀
生
先
生
（
近
畿
大
学
助
教
授
）
、
東
京
本
校

よ
り
田
上
太
秀
先
生
（
駒
澤
大
学
教
授
）
に
お
話
し
頂
き
ま
し

た
。
次
い
で
、
東
方
学
院
企
画
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
旅
行
で
の
中

村
元
先
生
の
ご
講
義
と
一
行
の
見
学
風
景
を
撮
影
し
た
ビ
デ
オ

の
上
映
を
行
い
、
旅
行
に
同
行
さ
れ
た
桜
井
俊
彦
様
が
解
説
を

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
中
村
先
生
の
御
遺
言
」
と
題
し
て
、
中

村
元
先
生
の
生
前
の
お
言
葉
を
録
音
し
た
テ
ー
プ
が
流
さ
れ
、

前
田
專
學
先
生
が
解
説
を
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
三
枝
充
悳

学
院
長
（
当
時
）
よ
り
「
東
方
学
院
三
十
年
の
歩
み
」
と
題
す

る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
創
建
時
の
昔
を
懐
か
し
み
、
三
十
年

の
学
院
の
歴
史
に
思
い
を
い
た
す
良
い
会
に
な
っ
た
と
の
ご
感

想
を
多
く
の
方
か
ら
頂
戴
し
、
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て
お
り

ま
す
。 

そ
の
後
、
引
き
続
き
新
春
祝
賀
会
が
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る

方
々
に
ご
列
席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
か
れ
ま
し
た
。
祝
賀
会

で
は
、
的
場
裕
子
先
生
（
日
本
女
子
体
育
大
学
教
授
）
と
そ
の

楽
団
の
方
に
よ
る
イ
ン
ド
音
楽
の
演
奏
が
行
わ
れ
、
祝
賀
会
に

い
っ
そ
う
の
花
を
添
え
ま
し
た
。 

 

第
十
三
回
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座 

 

八
月
二
十
一
日
（
木
）
。
鎌
倉
市
の
鶴
岡
八
幡
宮
直
会
殿
に
て

第
十
三
回
鎌
倉
夏
期
宗
教
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

講
師
は
、
丘
山
新
先
生
（
東
京
大
学
教
授
）「
開
か
れ
ゆ
く
心
」。

ケ
ネ
ス
・
タ
ナ
カ
先
生
（
武
蔵
野
大
学
教
授
）「
伸
び
る
ア
メ
リ

カ
仏
教─

─

現
状
と
背
景
」
の
お
二
方
で
し
た
。
両
先
生
の
ご

講
演
は
、
前
田
專
學
学
院
長
の
挨
拶
と
あ
わ
せ
て
、『
東
方
』
第

十
九
号
に
掲
載
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

第
十
三
回
中
村
元
東
方
学
術
賞 

 

十
月
十
日
（
金
）
、
東
京
九
段
の
イ
ン
ド
大
使
館
講
堂
に
て
、

第
十
三
回
中
村
元
東
方
学
術
賞
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
た
田
村
晃
祐
東
洋
大
学
名
誉
教
授
は
、
最
澄
の

研
究
を
中
心
と
す
る
日
本
仏
教
の
研
究
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
授
賞
式
に
は
、
駐
日
イ
ン
ド
代
理
大
使
ビ
レ

ン
・
ナ
ン
ダ
閣
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
中
村
洛
子
本
財
団
理
事

長
と
ナ
ン
ダ
閣
下
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
状
と
記
念
品
が
田
村
博

士
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
ビ
ザ
ホ
ー
ル
に
会
場
を
移
し
、
九
十
名
以
上
の
出

席
者
を
迎
え
、
祝
賀
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

第
四
回
酬
仏
恩
講
・
東
方
研
究
会
合
同
講
演
会 

 

十
二
月
六
日
（
土
）、
奈
良
西
ノ
京
の
薬
師
寺
の
慈
恩
殿
に
て

合
同
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
本
講
演
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
派

遣
留
学
生
の
帰
朝
報
告
を
兼
ね
て
、
薬
師
寺
内
に
設
け
ら
れ
た

酬
仏
恩
講
様
と
合
同
で
、
薬
師
寺
の
後
援
を
得
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。
今
回
の
講
師
は
、
西
尾
秀
生
先
生
（
近
畿
大
学
助

教
授
）
「
明
治
仏
教
の
復
興
運
動
に
つ
い
て
―
オ
ル
コ
ッ
ト
大

佐
の
貢
献
―
」、
仲
宗
根
充
修
氏
（
佛
教
大
学
大
学
院
生
）
の
「
現

代
ス
リ
ラ
ン
カ
の
社
会
と
仏
教
」
の
お
二
方
で
し
た
。 

 

 

中
村
元
博
士
の
業
績
を
め
ぐ
る 

日
印
仏
教
哲
学
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催 

 

三
月
十
一
日
（
木
）
か
ら
十
三
日
（
土
）
の
三
日
間
、
イ
ン

ド
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
イ
ン
デ
ィ
ア
・
ハ
ビ
タ
ッ
ト
・
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
於
い
て
、
イ
ン
ド
哲
学
研
究
会
議
（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）、
国

際
交
流
基
金
並
び
に
東
方
研
究
会
の
共
催
で
、
中
村
元
博
士
の

思
想
と
業
績
に
関
す
る
日
印
仏
教
哲
学
者
会
議
が
開
か
れ
ま
し

た
。
イ
ン
ド
と
他
の
国
々
の
研
究
者
の
発
表
と
、
日
本
側
か
ら

は
、
前
田
專
學
東
方
学
院
長
を
初
め
と
し
て
、
奈
良
康
明
駒
澤

大
学
総
長
、
日
野
紹
運
岐
阜
薬
科
大
学
教
授
、
茂
木
秀
淳
信
州

大
学
教
授
、
矢
島
道
彦
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
教
授
、
和
田
壽

弘
名
古
屋
大
学
教
授
が
各
研
究
部
会
に
お
い
て
中
村
元
博
士
の

イ
ン
ド
学
・
仏
教
学
の
各
分
野
で
の
輝
か
し
い
業
績
に
関
す
る

発
表
を
行
い
、
活
発
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
閉
会
式
で

は
、
三
木
純
子
東
方
研
究
会
総
務
も
感
謝
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、

三
日
間
に
わ
た
る
学
会
は
成
功
裡
に
閉
幕
し
、
出
席
者
に
感
銘

を
あ
た
え
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
際
、
春
秋
社
・
東
京
書
籍
・

青
土
社
様
か
ら
提
供
さ
れ
た
、
先
生
の
日
本
語
で
書
か
れ
た
主

著
『
中
村
元
選
集
〔
決
定
版
〕
』
全
四
〇
巻
、
『
広
説
佛
教
語
大

辞
典
』
全
四
巻
、
『
図
説
佛
教
語
大
辞
典
』
全
一
巻
、
『
論
理
の
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構
造
』
全
二
巻
を
会
場
に
展
示
し
、
最
後
に
こ
れ
ら
の
書
籍
を

東
方
研
究
会
よ
り
デ
リ
ー
大
学
東
ア
ジ
ア
研
究
科
に
贈
呈
し
、

大
変
に
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
デ
リ
ー
大
学
で
は
、
図
書
館
の
一

部
に
中
村
元
博
士
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

さ
ら
に
イ
ン
ド
で
は
中
村
元
博
士
の
研
究
を
行
う
講
座
を
設
置

す
る
動
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
中
村

元
博
士
の
業
績
の
研
究
が
進
み
、
日
印
の
学
術
交
流
が
一
層
促

進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

平
成
十
五
年
度
公
開
研
究
会 

 

本
年
度
は
以
下
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
回
、
五
月
二
十
八
日
（
水
）
吉
村
均
研
究
員
「
弔
い
の

思
想
―
『
平
家
物
語
』
と
夢
幻
能
―
」。
第
二
回
、
六
月
二
十
五

日
（
水
）
立
花
弥
生
研
究
員
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
遺
骨
埋
葬

の
思
想
背
景
―
鎌
倉
真
言
律
宗
寺
院
出
土
の
古
瀬
戸
骨
蔵
器
を

中
心
に
―
」。
七
月
二
十
三
日
（
水
）
鈴
木
一
馨
研
究
員
「
中
国

的
宇
宙
の
中
の
日
本
―
「
陰
陽
」
の
日
本
へ
の
伝
来
―
」。
九
月

二
十
四
日
（
水
）
森
和
也
研
究
員
「
も
の
の
ふ
の
作
法
―
武
家

故
実
に
み
る
武
士
の
信
仰
―
」
。
第
五
回
、
十
月
二
十
二
日
（
水
）

奈
良
修
一
研
究
員
「
近
代
と
は
何
か
」。
第
六
回
、
十
一
月
二
十

六
日
（
水
）
及
川
弘
美
研
究
員
「
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
か
ら
み
た
宗

教
と
は
何
か
」。
第
七
回
、
一
月
二
十
八
日
（
水
）
細
野
邦
子
研

究
員
「
イ
ン
ド
論
理
学
の
特
質
」
。 

 

※
平
成
十
六
年
度
の
公
開
研
究
会
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

 

【
お
知
ら
せ
】 

 

○ 

平
成
十
六
年
度
東
方
学
院
新
規
開
設
講
座 

 

平
成
十
六
年
度
か
ら
新
た
に
開
か
れ
る
講
座
を
以
下
に
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。 

 

東
京
本
校 

・
「
イ
ン
ド
音
楽
入
門
」
的
場 

裕
子 

講
師
。 

 

月
曜
日
。
一
三
時
～
一
四
時
三
〇
分
。 

 

日
本
女
子
体
育
大
学
教
授
。
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
の
演
奏
家
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

・「
東
南
ア
ジ
ア
史─

歴
史
と
文
化─

」
奈
良 

修
一 

講
師
。 

火
曜
日
。
一
六
時
三
〇
分
～
一
八
時
。 

東
方
研
究
会
研
究
員
。
オ
ラ
ン
ダ
留
学
を
さ
れ
た
気
鋭
の
東

南
ア
ジ
ア
文
化
研
究
者
で
す
。 

・「
中
国
仏
教
史
」
丘
山 

新 

講
師
。 

水
曜
日
。
一
〇
時
三
〇
分
～
一
二
時
。 

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
教
授
。
漢
訳
仏
典
の
受
容
を
通

し
た
中
国
仏
教
の
研
究
を
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・「
パ
ー
リ
語
入
門
」
森 

祖
道 

講
師
。 

 

木
曜
日
。
一
一
時
～
一
二
時
三
〇
分
。 

 

前
愛
知
学
院
大
学
教
授
。
パ
ー
リ
語
仏
典
の
研
究
で
著
名
で
、

現
在
、
編
著
『
原
始
仏
典
』
が
刊
行
中
で
す
。 

・「
仮
名
法
語
を
読
む
」
石
井 

義
長 

講
師
。 

金
曜
日
。
一
五
時
三
〇
分
～
一
七
時
。 

仏
教
文
化
研
究
所
研
究
員
。『
空
也
上
人
の
研
究
』
が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。 

 

関
西
地
区
教
室 

・「
般
若
経
典
を
読
む
」
佐
藤 

宏
宗 

講
師
。
火
曜
日
。 

 

一
九
時
三
〇
分
～
二
一
時
。
福
聚
禅
院
。 

 

東
方
研
究
会
研
究
員
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
の
新
進
気
鋭
の
研

究
者
で
す
。 

・「
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
と
教
え
」 

長
崎 
法
潤 

講
師
。
水
曜
日
。 

 

一
八
時
三
〇
分
～
二
〇
時
。
梅
新
イ
ー
ス
ト
ホ
テ
ル
。 

 

大
谷
大
学
名
誉
教
授
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
研
究
の
第
一
人
者
で
、

大
著
『
ジ
ャ
イ
ナ
認
識
論
の
研
究
』
が
あ
り
ま
す
。 

 名
古
屋
地
区
教
室 

・「
仏
教
美
術
史
入
門
」
佐
久
間 

留
理
子 

講
師
。 

火
曜
日
。
一
七
時
～
一
八
時
三
〇
分
。 

真
宗
高
田
派
専
修
寺
名
古
屋
別
院
。
（
通
常
講
義
） 

東
方
研
究
会
研
究
員
。
図
像
を
通
し
て
観
音
菩
薩
信
仰
を
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
講
師
の
変
更
と
し
て
、
丸
井
浩
講
師
・
故
上
村

勝
彦
講
師
の
後
任
と
し
て
、
本
年
度
よ
り
有
賀
弘
紀
講
師
が

「
イ
ン
ド
哲
学
原
典
講
読
」「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
中
級
」
を
、

故
西
村
公
朝
講
師
の
後
任
と
し
て
、
小
田
谷
史
弥
講
師
・
西

山
多
寿
子
講
師
が
「
仏
像
彫
刻
の
実
技
」
を
担
当
い
た
し
ま

す
。 ま

た
教
室
変
更
で
は
、
東
京
本
校
で
行
っ
て
お
り
ま
し
た

島
田
外
志
夫
講
師
の
「
イ
ン
ド
音
楽
の
理
論
」
が
、
石
川
県

小
松
市
に
、
佐
久
間
留
理
子
講
師
の
集
中
講
義
「
仏
教
美
術

史
入
門
」
が
関
西
教
室
に
教
室
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
開
講
し
て
い
る
講
座
が
多
数
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
「
東
方
学
院
の
手
引
き
」
を
ご
覧

下
さ
い
。 

 

○ 

第
一
回
清
水
寺
仏
教
文
化
講
座 

島
根
県
安
来
市
に
あ
る
天
台
宗
の
古
刹
清
水
寺
様
と
共
催
で

仏
教
文
化
講
座
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
十
六

年
五
月
二
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
五
時
。
清
水
寺
光
明

閣
に
て
。
講
師
は
、
前
田
專
學
先
生
「
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
と
仏
教
」。
金
漢
益
先
生
「
仏
教
と
人
間 

そ
の
真
髄
を
求
め

て
」
の
お
二
方
で
す
。 

 ○
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成 

 

「
東
方
学
院
の
手
引
き
」
の
ほ
か
に
、
簡
単
に
東
方
学
院
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
関
係
す
る

機
関
・
学
校
・
寺
社
・
書
店
等
に
置
い
て
頂
い
て
、
よ
り
多
く

の
方
々
に
東
方
学
院
を
知
っ
て
頂
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

普
通
会
員
募
集 

 

普
通
会
員
に
な
っ
て
頂
く
と
、
定
期
刊
行
物
『
東
方
』
の
他
、

催
し
物
、
会
合
の
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
年
会
費
、

五
千
円
。 

賛
助
会
員
募
集 

 

財
団
法
人
東
方
研
究
会
で
は
賛
助
会
員
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
賛
助
会
費
は
一
口
、

一
万
円
で
す
。
な
お
、
二
万
円
以
上
は
、
税
法
上
の
寄
付
金
控

除
に
な
り
、
個
人
の
場
合
は
所
得
税
の
減
免
、
法
人
の
場
合
は

損
金
算
入
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
東
方
研
究
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 


